
国税庁からの
お知らせ 平成30年分 年末調整等説明会及び

消費税の軽減税率制度等説明会のご案内
本年も年末調整の時期となりました。税務署及び区役所では、年末調整のしかた及び法定調書・

給与支払報告書の作成と提出方法などの事務手続を円滑に行っていただくため、下記の日程にて
年末調整等説明会を開催いたしますので、ご案内申し上げます。なお、本年度は、消費税の軽減
税率制度等説明会を併せて開催いたします。

記

（注）対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。
※ 納付する税額がない場合の納付書の提出について

年末調整による超過額を控除することにより、納付税額がない場合でも、所得税徴収高計算書
（納付書）の「合計額」欄に「￥０」を記載して、税務署に送付又は提出してください（e-Taxの
利用が便利です。）。

開催日

11月5日（月）
13：00～13：30
13：30～14：00
14：00～16：00

用 　 紙 　 配 　 布
軽減税率制度等説明会
年 末 調 整 等 説 明 会

9：00～  9：30
9：30～10：00

10：00～12：00

用 　 紙 　 配 　 布
軽減税率制度等説明会
年 末 調 整 等 説 明 会

13：00～13：30
13：30～14：00
14：00～16：00

用 　 紙 　 配 　 布
軽減税率制度等説明会
年 末 調 整 等 説 明 会

11月6日（火）

菊川・錦糸
千歳・向島
両国

吾妻橋・亀沢
江東橋・太平
東駒形・横川

石原・押上
立川・業平
本所・緑・横網

開催時間 説明会会場

曳舟文化センター
1階ホール

墨田区京島1-38-11

ひきふね

対象地域（注）

国税庁からの
お知らせ

法定調書の提出に関するお願い

法定調書の提出について
｢平成30 年分 給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表｣は、税務署から送付されるOCR用

紙を使用してください。合計表は、機械で読み取りますので、黒のボールペンで丁寧に記入してくだ
さい。また、各法定調書には、「署番号（01169）」及び「整理番号」を必ず記載してください。

法定調書の提出期限は、平成31年1月31日（木）です。

e-Taxによる法定調書提出のご案内
法定調書及び合計表の提出には、便利なe-Taxを是非ご利用ください。
e-Taxを利用すると、前回作成したデータを基に、本年分の法定調書を作成することができます。

○説明会、源泉所得税関係（法人課税第２部門）
○用紙請求、法定調書関係（管理運営部門）03－3623－5171

本 所 税 務 署問
い
合
わ
せ
先

企業訪問本所法人会税務署

秋
の
実
り
、
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謝

※ぜひ裏表紙（このページ）を宣伝にご活用ください。 広告費50,000円、 ただし本所法人会会員は30,000円でご利用できます。

ほんじょ 公益社団法人 本所法人会
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交流試合に協賛
青年部会主催
チャリティサマーライブ開催



―
―
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て

ご
活
躍
で
す
が
、
創
業
の
経
緯
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

私
ど
も
萬
国
は
、
大
正
12
年
12
月
に
曾

祖
父
が
創
業
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

は
今
の
事
業
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
鶏
肉

の
卸
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
、
関
東

大
震
災
が
あ
り
、
扱
っ
て
い
た
鶏
が
全
滅

し
て
し
ま
い
、
曾
祖
母
が
生
き
物
を
扱
う

商
売
は
し
た
く
な
い
、
と
。
曾
祖
父
は
そ

の
言
葉
か
ら
一
念
発
起
。
40
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
出
発
で
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の

会
社
、
丸
山
ネ
ー
ム
製
作
所
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
株
式
会
社
萬
国
の
前

身
で
す
。

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
い
う
も
の
自
体

は
、
明
治
に
は
日
本
に
存
在
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
会
社
は
横
浜
に
あ
る
そ
う
で

す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
は
じ
ま
り
は
、

船
に
積
み
込
む
木
箱
の
荷
物
に
、
銅
板
を

彫
り
ぬ
い
た
刷
り
込
み
版
を
使
っ
て
印
刷

し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ン

シ
ル
の
技
法
で
す
ね
。
そ
れ
が
真
鍮
の
土

台
に
薬
品
を
使
っ
て
彫
刻
し
た
よ
う
に
加

工
す
る
エ
ッ
チ
ン
グ
で
文
字
を
入
れ
、
そ

こ
に
色
を
入
れ
る
技
法
に
移
行
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
私
ど
も
の
最
初
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
造
船
所
で
し
た
。社
名
に「
ネ
ー

ム
」
と
入
っ
て
い
る
な
ん
て
、
時
代
を
考

え
る
と
非
常
に
ハ
イ
カ
ラ
な
商
売
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
ま
で

に
存
在
し
な
い
事
業
で
す
か
ら
、
斬
新
で

す
。
今
で
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
に
な
り
、
社
名
を
「
萬
国
ネ
ー
ム

製
作
所
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当

時
は
萬
國
橋
と
表
記
さ
れ
て
い
た
横
浜
の

万
国
橋
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
曾
祖
父
は

田
舎
か
ら
出
て
き
て
横
浜
の
鶏
肉
を
扱
う

店
に
丁
稚
奉
公
し
て
い
ま
し
た
。
大
八
車

に
大
量
の
鶏
肉
を
積
ん
で
、
船
に
卸
に

通
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
渡
っ
て
い
た

橋
が
、
萬
國
橋
。
自
分
が
自
ら
商
売
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
世
界
に
向
か
う
こ

の
橋
の
名
前
を
社
名
に
付
け
よ
う
と
心
に

誓
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

―
―
創
業
か
ら
95
年
、
戦
争
や
景
気
の
大

き
な
波
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
影
響

は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

社
長
は
、
現
在
私
で
5
代
目
に
な
り

ま
す
。
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
物
資
の
確

保
が
大
変
な
時
代
で
し
た
が
、
当
社
の

事
業
は
船
や
飛
行
機
に
必
須
な
た
め
、

材
料
を
確
保
で
き
た
よ
う
で
す
。
終
戦

後
は
電
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
が
増

え
ま
し
た
。
以
前
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫

に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
ま
し

た
か
ら
ね
。
2
代
目
社
長
は
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
協
組
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
の
活

動
も
し
て
い
ま
し
た
。
高
度
成
長
期
が

先
人
の
知
恵
を
守
り
つつ
、

最
先
端
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
、

　
　
　
　
　
　柔
軟
な
企
業
へ
。

株
式
会
社
萬
国
代
表
取
締
役
社
長

丸
山
祐
一
郎
さ
ん

戦時中に防空壕で埋まっていたのではないか、
とされる昭和3年の販促品のトレイ

撮影／菅沢健治

あ
り
、バ
ブ
ル
期
、バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
、
景
気
の
浮
き

沈
み
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
に
限
ら
ず
、
可
能
な
こ
と
は
す

べ
て
形
に
す
る
と
思
い
を
込
め
て
、
平

成
15
（
2
0
0
3
）
年
4
月
「
萬
国
」
と

社
名
を
変
更
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
い

う
の
は
、
看
板
や
サ
イ
ン
、
バ
ッ
ジ
…
…

多
く
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
家
電
、
自

動
車
等
必
要
と
す
る
製
品
も
さ
ま
ざ
ま
。

名
前
は
何
に
で
も
必
要
で
す
か
ら
、
幅

が
広
い
。
ど
ん
な
依
頼
に
も
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

企
業
も
町
も
、
古
き
よ
き
も
の
を
大
事
に
、

最
先
端
の
技
術
、
文
化
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
未
来
へ
つ
な
が
る

―
―
企
業
を
存
続
さ
せ
る
秘
訣
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

現
在
、
本
社
機
能
を
墨
田
区
両
国
に
、

工
場
を
市
川
と
名
古
屋
に
構
え
て
い
ま

す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
か
ら
派
生
し
た

仕
事
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
製
造

と
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
に
よ

る
車
輛
マ
ー
キ
ン
グ
等
が
あ
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
と
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
リ
ル
の
導
光

板
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
均
一
に
光
ら
せ

る
た
め
に
、
ア
ク
リ
ル
に
特
殊
な
印
刷

加
工
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
は
、
飛
行
機
や
車
輛
、
電

車
の
マ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
可

能
な
シ
ー
ト
を
印
刷
で
き
る
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
用
意
し
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
は

ま
っ
た
く
違
う
事
業
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
印
刷
技
術
が
派
生
し
た
も
の
。

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
も
元
々
は
印
刷
で
す

か
ら
ね
。
は
じ
め
は
付
き
合
い
の
あ
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
相
談
か
ら
で
し

た
。
そ
う
い
っ
た
声
に
敏
感
に
な
る
こ

と
も
重
要
で
す
ね
。

昔
か
ら
あ
る
技
術
は
残
し
、
新
た
な

先
端
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
当
社
の
ポ
リ
シ
ー
。
当
社

が
こ
れ
ま
で
企
業
と
し
て
成
長
で
き
て

い
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
創
業

か
ら
95
年
。
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
化
し
ま
し
た
。
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
加
工
に
薬
品
を
扱
う
た
め
、
環
境

に
は
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
。
特
に
市

川
の
工
場
は
、
工
業
地
域
で
は
あ
り
ま

す
が
専
用
で
は
な
く
、
住
宅
も
建
て
ら

れ
る
エ
リ
ア
で
す
。
近
隣
に
住
ん
で
い

る
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
ま
す
し
、
周
囲
の

環
境
に
負
荷
が
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
社
の
本
社
は
墨
田
区
両
国
で
す
。

元
は
こ
の
地
に
工
場
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
は
製
造
拠
点
を
市
川
、
名
古

屋
に
集
中
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

工
場
跡
地
を
マ
ン
シ
ョ
ン
に
立
て
直
し

ま
し
た
。
実
は
こ
の
地
は
忠
臣
蔵
の
舞

台
、
吉
良
邸
の
あ
っ
た
場
所
な
の
で
す
。

創
業
社
長
は
こ
の
吉
良
邸
を
残
し
た
い

と
、
地
域
の
人
た
ち
と
資
金
を
集
め
土

地
を
購
入
し
、
当
時
の
東
京
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
今
で
は
松
坂
町
公
園
と
し

て
、
地
域
に
、
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

墨
田
区
は
当
社
の
発
祥
の
地
で
す
。

曾
祖
父
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
当
社
が
昔
な
が

ら
の
技
術
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
知
識

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
、
墨
田
区
も
古

い
街
並
み
や
人
情
を
残
し
つ
つ
、
巨
大

タ
ワ
ー
や
新
た
な
美
術
館
、
博
物
館
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
両
方
が
存
在
、
混

在
し
あ
っ
て
生
ま
れ
る
魅
力
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
町
と
企
業
、
お
互
い
そ
う

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

大正12年12月、鶏肉の卸をしていた初代が関東
大震災をきっかけに事業を一新、ネームプレート
メーカーとして創業。現在ではネームプレートだ
けでなく、液晶ディスプレイのバックライト製造
や、大型ラッピング印刷を受けている。大型ラッ
ピングでは、伊豆急ロイヤルエクスプレスのラッピ
ングを手掛けた。昨年亡くなった先代は組合理事
長としても活躍し、平成10年黄綬褒章を叙勲。平
成22年財務大臣納税表彰を受賞している。

墨田区両国 3-7-4　℡03-3633-7321
http://www.bankoku.co.jp/index.html

株式会社萬国

古くから受け継がれるものを
大切にしつつ、新しいものに挑戦していく。
変わらないものと変わっていくもの

両方を活かすこと、変化を受け入れることが
大事だと教えて頂きました。

晴美の目！

市川の工場では、液晶パネル、バックライト用導光板、
ネームプレート、インクジェットプリント、一貫生産が可能

3 2

企業訪問本所法人会税務署 企業訪問本所法人会税務署

「企業訪問」では、掲載企業を募集しています。自薦他薦を問いません。この企業のこの人を！という方がいましたら、事務局までご連絡ください。

ば
ん
こ
く



―
―
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て

ご
活
躍
で
す
が
、
創
業
の
経
緯
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

私
ど
も
萬
国
は
、
大
正
12
年
12
月
に
曾

祖
父
が
創
業
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

は
今
の
事
業
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
鶏
肉

の
卸
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
、
関
東

大
震
災
が
あ
り
、
扱
っ
て
い
た
鶏
が
全
滅

し
て
し
ま
い
、
曾
祖
母
が
生
き
物
を
扱
う

商
売
は
し
た
く
な
い
、
と
。
曾
祖
父
は
そ

の
言
葉
か
ら
一
念
発
起
。
40
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
出
発
で
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の

会
社
、
丸
山
ネ
ー
ム
製
作
所
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
株
式
会
社
萬
国
の
前

身
で
す
。

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
い
う
も
の
自
体

は
、
明
治
に
は
日
本
に
存
在
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
現
存
す
る
も
っ
と
も
古
い
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
会
社
は
横
浜
に
あ
る
そ
う
で

す
。
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ー
ム
プ
レ
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ト
の
は
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り
は
、

船
に
積
み
込
む
木
箱
の
荷
物
に
、
銅
板
を

彫
り
ぬ
い
た
刷
り
込
み
版
を
使
っ
て
印
刷

し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ン

シ
ル
の
技
法
で
す
ね
。
そ
れ
が
真
鍮
の
土

台
に
薬
品
を
使
っ
て
彫
刻
し
た
よ
う
に
加

工
す
る
エ
ッ
チ
ン
グ
で
文
字
を
入
れ
、
そ

こ
に
色
を
入
れ
る
技
法
に
移
行
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
私
ど
も
の
最
初
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
造
船
所
で
し
た
。社
名
に「
ネ
ー

ム
」
と
入
っ
て
い
る
な
ん
て
、
時
代
を
考

え
る
と
非
常
に
ハ
イ
カ
ラ
な
商
売
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
れ
ま
で

に
存
在
し
な
い
事
業
で
す
か
ら
、
斬
新
で

す
。
今
で
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
に
な
り
、
社
名
を
「
萬
国
ネ
ー
ム

製
作
所
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当

時
は
萬
國
橋
と
表
記
さ
れ
て
い
た
横
浜
の

万
国
橋
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
曾
祖
父
は

田
舎
か
ら
出
て
き
て
横
浜
の
鶏
肉
を
扱
う

店
に
丁
稚
奉
公
し
て
い
ま
し
た
。
大
八
車

に
大
量
の
鶏
肉
を
積
ん
で
、
船
に
卸
に

通
っ
て
い
た
。
そ
の
と
き
に
渡
っ
て
い
た

橋
が
、
萬
國
橋
。
自
分
が
自
ら
商
売
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
世
界
に
向
か
う
こ

の
橋
の
名
前
を
社
名
に
付
け
よ
う
と
心
に

誓
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

―
―
創
業
か
ら
95
年
、
戦
争
や
景
気
の
大

き
な
波
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
影
響

は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

社
長
は
、
現
在
私
で
5
代
目
に
な
り

ま
す
。
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
物
資
の
確

保
が
大
変
な
時
代
で
し
た
が
、
当
社
の

事
業
は
船
や
飛
行
機
に
必
須
な
た
め
、

材
料
を
確
保
で
き
た
よ
う
で
す
。
終
戦

後
は
電
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
が
増

え
ま
し
た
。
以
前
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫

に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
ま
し

た
か
ら
ね
。
2
代
目
社
長
は
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
協
組
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
の
活

動
も
し
て
い
ま
し
た
。
高
度
成
長
期
が

先
人
の
知
恵
を
守
り
つつ
、

最
先
端
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
、

　
　
　
　
　
　柔
軟
な
企
業
へ
。

株
式
会
社
萬
国
代
表
取
締
役
社
長

丸
山
祐
一
郎
さ
ん

戦時中に防空壕で埋まっていたのではないか、
とされる昭和3年の販促品のトレイ

撮影／菅沢健治

あ
り
、バ
ブ
ル
期
、バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
、
景
気
の
浮
き

沈
み
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
に
限
ら
ず
、
可
能
な
こ
と
は
す

べ
て
形
に
す
る
と
思
い
を
込
め
て
、
平

成
15
（
2
0
0
3
）
年
4
月
「
萬
国
」
と

社
名
を
変
更
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
い

う
の
は
、
看
板
や
サ
イ
ン
、
バ
ッ
ジ
…
…

多
く
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
家
電
、
自

動
車
等
必
要
と
す
る
製
品
も
さ
ま
ざ
ま
。

名
前
は
何
に
で
も
必
要
で
す
か
ら
、
幅

が
広
い
。
ど
ん
な
依
頼
に
も
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

企
業
も
町
も
、
古
き
よ
き
も
の
を
大
事
に
、

最
先
端
の
技
術
、
文
化
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
未
来
へ
つ
な
が
る

―
―
企
業
を
存
続
さ
せ
る
秘
訣
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

現
在
、
本
社
機
能
を
墨
田
区
両
国
に
、

工
場
を
市
川
と
名
古
屋
に
構
え
て
い
ま

す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
か
ら
派
生
し
た

仕
事
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
製
造

と
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
に
よ

る
車
輛
マ
ー
キ
ン
グ
等
が
あ
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
と
は
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
必
要
不
可
欠
な
ア
ク
リ
ル
の
導
光

板
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
均
一
に
光
ら
せ

る
た
め
に
、
ア
ク
リ
ル
に
特
殊
な
印
刷

加
工
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
は
、
飛
行
機
や
車
輛
、
電

車
の
マ
ー
キ
ン
グ
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
が
可

能
な
シ
ー
ト
を
印
刷
で
き
る
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
を
用
意
し
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
は

ま
っ
た
く
違
う
事
業
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
印
刷
技
術
が
派
生
し
た
も
の
。

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
も
元
々
は
印
刷
で
す

か
ら
ね
。
は
じ
め
は
付
き
合
い
の
あ
る

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
相
談
か
ら
で
し

た
。
そ
う
い
っ
た
声
に
敏
感
に
な
る
こ

と
も
重
要
で
す
ね
。

昔
か
ら
あ
る
技
術
は
残
し
、
新
た
な

先
端
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
当
社
の
ポ
リ
シ
ー
。
当
社

が
こ
れ
ま
で
企
業
と
し
て
成
長
で
き
て

い
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
創
業

か
ら
95
年
。
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
化
し
ま
し
た
。
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
加
工
に
薬
品
を
扱
う
た
め
、
環
境

に
は
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
。
特
に
市

川
の
工
場
は
、
工
業
地
域
で
は
あ
り
ま

す
が
専
用
で
は
な
く
、
住
宅
も
建
て
ら

れ
る
エ
リ
ア
で
す
。
近
隣
に
住
ん
で
い

る
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
ま
す
し
、
周
囲
の

環
境
に
負
荷
が
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
社
の
本
社
は
墨
田
区
両
国
で
す
。

元
は
こ
の
地
に
工
場
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
現
在
は
製
造
拠
点
を
市
川
、
名
古

屋
に
集
中
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

工
場
跡
地
を
マ
ン
シ
ョ
ン
に
立
て
直
し

ま
し
た
。
実
は
こ
の
地
は
忠
臣
蔵
の
舞

台
、
吉
良
邸
の
あ
っ
た
場
所
な
の
で
す
。

創
業
社
長
は
こ
の
吉
良
邸
を
残
し
た
い

と
、
地
域
の
人
た
ち
と
資
金
を
集
め
土

地
を
購
入
し
、
当
時
の
東
京
市
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
今
で
は
松
坂
町
公
園
と
し

て
、
地
域
に
、
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

墨
田
区
は
当
社
の
発
祥
の
地
で
す
。

曾
祖
父
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
当
社
が
昔
な
が

ら
の
技
術
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
知
識

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
、
墨
田
区
も
古

い
街
並
み
や
人
情
を
残
し
つ
つ
、
巨
大

タ
ワ
ー
や
新
た
な
美
術
館
、
博
物
館
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
両
方
が
存
在
、
混

在
し
あ
っ
て
生
ま
れ
る
魅
力
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
町
と
企
業
、
お
互
い
そ
う

し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

大正12年12月、鶏肉の卸をしていた初代が関東
大震災をきっかけに事業を一新、ネームプレート
メーカーとして創業。現在ではネームプレートだ
けでなく、液晶ディスプレイのバックライト製造
や、大型ラッピング印刷を受けている。大型ラッ
ピングでは、伊豆急ロイヤルエクスプレスのラッピ
ングを手掛けた。昨年亡くなった先代は組合理事
長としても活躍し、平成10年黄綬褒章を叙勲。平
成22年財務大臣納税表彰を受賞している。

墨田区両国 3-7-4　℡03-3633-7321
http://www.bankoku.co.jp/index.html

株式会社萬国

古くから受け継がれるものを
大切にしつつ、新しいものに挑戦していく。
変わらないものと変わっていくもの

両方を活かすこと、変化を受け入れることが
大事だと教えて頂きました。

晴美の目！

市川の工場では、液晶パネル、バックライト用導光板、
ネームプレート、インクジェットプリント、一貫生産が可能
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企業訪問本所法人会税務署 企業訪問本所法人会税務署

「企業訪問」では、掲載企業を募集しています。自薦他薦を問いません。この企業のこの人を！という方がいましたら、事務局までご連絡ください。

ば
ん
こ
く



旧
官職

署　　　　長

副　　署　　長

総務課長

法人課税
第１部門統括官
法人課税
第２部門統括官

氏名 異動先等

局・課税一部・個人・実専官

局・調査一部・税情・特官

（留任）

千葉東・法人１・統括調官

（留任）

玉川・総務・課長補佐

（留任）

局・事務管理一・主任

官職 氏名 前任署等

署　　　　長 局・課税一部・資産評価・
資産評官

副　　署　　長 局・厚生課・課長補佐

総務課長 （留任）

向島・法人１・統括調官

（留任）

局・調査一部・調査総括・
調査官

法人課税
第１部門統括官

（留任）

法人課税
第２部門統括官

局・課税二部・法人・実査官

法人審理
担当上席

法人審理
担当調査官

源泉審理
担当上席

法人審理
担当上席

法人審理
担当調査官

源泉審理
担当上席

新

の
高
さ
を
誇
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
麓

で
東
京
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
賑
わ

い
を
み
せ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
地
で
仕
事
が
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変

光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
佐

生
会
長
を
中
心
に
「
よ
き
経
営
者
を
目
指

す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
正
し
い
税
知

識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
等
を
目
的

に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

や
「
す
み
だ
ま
つ
り
に
お
け
る
環
境
に
関

す
る
社
会
貢
献
活
動
」
な
ど
の
様
々
な
事

業
活
動
を
活
発
に
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
は

各
種
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
会
員
企
業
並
び
に
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。
ま
た
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
税
に
関
す
る
研
修
会
や
講
習
会
等

を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
平
素
か
ら
法
人
会

活
動
を
通
じ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
つ
き
ま
し
て
も
格
別
の
ご
理
解
と
温
か

い
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
法
人
会

の
活
動
が
一
層
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま

す
よ
う
、
引
き
続
き
、
連
携
・
協
調
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
税
制
を
め
ぐ
る
最
近
の
動

き
を
見
ま
す
と
、
平
成
31
年
（
2
0
1
9

年
）
10
月
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
が
8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
れ
と
同
時
に
酒
類
及
び
外
食
を
除

く
飲
食
料
品
と
定
期
購
読
契
約
が
締
結
さ

れ
た
週
2
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
に
つ

い
て
実
施
さ
れ
る
軽
減
税
率
制
度
や
事
業

の
代
替
わ
り
を
促
進
す
る
た
め
、
今
後
10

年
間
の
非
上
場
会
社
の
株
式
等
の
贈
与
又

は
相
続
に
つ
い
て
、
入
口
の
要
件
緩
和
や

承
継
後
の
負
担
軽
減
な
ど
が
図
ら
れ
た
事

業
承
継
税
制
の
特
例
の
創
設
な
ど
、
事
業

者
の
皆
様
に
と
っ
て
大
変
身
近
と
言
え
る

税
制
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
下
で
は
、
事

業
者
の
皆
様
に
お
い
て
取
扱
商
品
の
適
用

税
率
の
確
認
や
、
適
用
税
率
ご
と
の
区
分

経
理
と
い
っ
た
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
適
切
な
事
前
準
備
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
や
軽
減
税
率
制
度
、
創
設

さ
れ
た
事
業
承
継
税
制
の
特
例
の
円
滑
な

実
施
、
導
入
に
向
け
て
、
広
報
・
周
知
、

改
正
内
容
の
相
談
等
に
適
切
か
つ
丁
寧
な

対
応
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
適
正
・
公
平
な
課
税
及
び

徴
収
の
実
現
の
た
め
に
、
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
現
す
る
と
い
う
国
税
組
織
の
使
命
を

果
た
す
た
め
に
も
、
納
税
者
の
皆
様
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

「
税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
」
と
し
て
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
本
所

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仲
秋
の
候
、
公
益
社
団
法
人
本
所
法
人

会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度

の
人
事
異
動
で
東
京
国
税
局
課
税
第
一
部

資
産
評
価
官
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た

犬
丸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
中
尾
署
長

同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
署
の
管
内
は
、
長
い
歴
史
に
育
ま
れ

た
文
化
と
伝
統
を
持
つ
人
情
味
あ
ふ
れ
る

地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
年
は
日
本
一

本所税務署からの
お知らせ

着任の挨拶

本所税務署幹部の異動状況 （敬称略）

平成 30 年 7 月 10 日現在

グループ研修会日程
平成30年度研修科目

※講師：本所税務署審理官グループ　※費用は無料です。　※ご出席の際は所属支部長さん、またはお近くの支部役員さんにご連絡ください。
※開催時間については各グループの別途案内状をご確認ください。

※開催時間は変更する場合があります。各グループの案内状をご確認ください。
グループ（地区）

第1グループ
両国・緑

平成30年11月19日（月）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月27日（火）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月21日（水）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月20日（火）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月15日（木）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月15日（木）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月29日（木）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）

両国ふじのえビル９階
（両国１－１０－７）

脳科学者　茂木健一郎氏講演
みどりコミュニティセンター

４階ホール
（緑３－７－３）
第一ホテル両国
宴会場　清澄
（横網１－６－１）

本所地域プラザBIGSHIP
４階ホール

（本所１－１３－４）
東武ホテルレバント東京

宴会場
（錦糸１－２－２）

東武ホテルレバント東京
宴会場

（錦糸１－２－２）
本所法人会館
２階会議室

（業平１－７－１２）

第2グループ
菊川・立川・千歳

第3グループ
石原・亀沢・横網

第4グループ
本所・吾妻橋・東駒形

第5グループ
江東橋・太平・錦糸

第6グループ
横川・業平・押上

第7グループ
向島・区外

大塚副会長・尾﨑副会長
大黒グループ長、伊藤・下村副グループ長

菅原副会長
大川グループ長、河野・清水副グループ長

大石副会長
小倉グループ長

佐生会長
滝澤グループ長、川北・阿部副グループ長

鈴木副会長
上條グループ長、柴田副グループ長

奈良副会長
小玉グループ長、北澤・濱野副グループ長

石川・小林・関根副会長
小沼グループ長、吉野副グループ長

開催日時 開催場所 担当副会長、グループ長、副グループ長

本所法人会活動

適
正
・
公
平
な
課
税
と
、

　
　
　
　
　
　
　徴
収
の
実
現
の
た
め
の
努
力
を

本
所
税
務
署
長

犬
丸

　伸
浩

い
ぬ
ま
る

の
ぶ
ひ
ろ

犬丸　伸浩

河野　修治

振角　忠良

大川　忠夫

阿部　聖文

外山　昌之

成川　陽一

奥薗　優樹

いぬまる のぶひろ

かわの しゅうじ

ふりかど ただよし

おおかわ ただお

あべ きよふみ

とやま まさゆき

おくぞの ゆうき

なりかわ よういち

中尾　政幸

福地　卓巳

振角　忠良

清水　圭次

阿部　聖文

中藤　修治

成川　陽一

土井　美紗子

なかお まさゆき

ふくち たくみ

ふりかど ただよし

しみず けいじ

あべ きよふみ

なかとう しゅうじ

どい みさこ

なりかわ よういち

① 平成30年度税制改正のあらまし（30分～50分）
② 各グループ選定講師による研修（30分～60分）

③ 軽減税率制度＋社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）等最新情報
④ その他

この度の人事異動で、東京国税局総務
部厚生課から転任して参りました河野でご
ざいます。前任の福地副署長同様よろしく
お願いいたします。出身は、源泉数・湧出量
が日本一の「おんせん県別府市」です。

江戸時代からの伝統や文化を受け継
ぐ「ものづくりのまち」墨田で、法人会の
皆様と共に楽しく仕事をさせていただき
たいと思います。１年間どうぞよろしくお
願いいたします。副署長　河野修治

この度の人事異動で、東京国税局課税
二部法人課税課の源泉事務センターから
転任して参りました奥薗と申します。

法人課税第一部門で審理を担当させて
いただくことになりました。本所税務署も審理
の仕事も初めてなので、毎日、慌ただしく過ご
しておりますが、主に新設法人説明会や決
算法人説明会等を通じて、少しでも法人会
の皆様のお役に立てればと思っております。

どうぞ一年間よろしくお願いいたします。法審官　奥薗優樹

7月の人事異動で、東京国税局調査第一
部から転任して参りました外山でございます。

本所法人会の会員の皆様とは、各種研修
会や社会貢献活動等においてご一緒させて
いただく機会が多いと思いますので、研修会
等の際にはご遠慮なくお声がけいただけれ
ば幸いです。

微力ではありますが、少しでも皆様のお力
になれるよう尽力させていただきますので、よ
ろしくお願いいたします。法審上　外山昌之

この度の人事異動で、同じ墨田区の向
島税務署の法人一統括から転任して参
りました大川でございます。前任の清水
統括同様よろしくお願いします。本所税務
署は、30年ぶり２度目の赴任となります。懐
かしさと共にスカイツリー等街並みの変化
に驚いております。本所法人会の皆様と
は、以前と同様に変わらずお付き合いさ
せて頂き、法人会活動のお役に立ちたい
と思っております。よろしくお願いします。法1統　大川忠夫

昨年に引き続き源泉所得税の担当
をさせて頂くことになりました法人課
税第２部門の成川陽一と申します。

昨年感じたことですが、本所法人会
の皆様には、各種研修会等への熱心
な参加があり、本年度におきましても、
研修会、年末調整説明会を通じ、源泉
所得税関係において少しでもお役に
立てればと思います。

よろしくお願いいたします。源審上　成川陽一

法人２統括の阿部でございます。昨年に
引き続き源泉所得税を担当させていただき
ます。本所署一年目は、スカイツリーを見上
げては感動し、隅田川沿いを歩いては、川
の雄大さと桜花の美しさに感動しておりまし
た。本所法人会の皆様には、月々の源泉徴
収を始め、年末調整事務等、大変お世話に
なっております。源泉徴収に関する研修会
等を通じて少しでもお役に立てればと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。法2統　阿部聖文
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旧
官職

署　　　　長

副　　署　　長

総務課長

法人課税
第１部門統括官
法人課税
第２部門統括官

氏名 異動先等

局・課税一部・個人・実専官

局・調査一部・税情・特官

（留任）

千葉東・法人１・統括調官

（留任）

玉川・総務・課長補佐

（留任）

局・事務管理一・主任

官職 氏名 前任署等

署　　　　長 局・課税一部・資産評価・
資産評官

副　　署　　長 局・厚生課・課長補佐

総務課長 （留任）

向島・法人１・統括調官

（留任）

局・調査一部・調査総括・
調査官

法人課税
第１部門統括官

（留任）

法人課税
第２部門統括官

局・課税二部・法人・実査官

法人審理
担当上席

法人審理
担当調査官

源泉審理
担当上席

法人審理
担当上席

法人審理
担当調査官

源泉審理
担当上席

新

の
高
さ
を
誇
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
麓

で
東
京
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
賑
わ

い
を
み
せ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
地
で
仕
事
が
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変

光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
佐

生
会
長
を
中
心
に
「
よ
き
経
営
者
を
目
指

す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
正
し
い
税
知

識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高
揚
等
を
目
的

に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

や
「
す
み
だ
ま
つ
り
に
お
け
る
環
境
に
関

す
る
社
会
貢
献
活
動
」
な
ど
の
様
々
な
事

業
活
動
を
活
発
に
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
は

各
種
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
会
員
企
業
並
び
に
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す

る
次
第
で
す
。
ま
た
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
税
に
関
す
る
研
修
会
や
講
習
会
等

を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
平
素
か
ら
法
人
会

活
動
を
通
じ
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
つ
き
ま
し
て
も
格
別
の
ご
理
解
と
温
か

い
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
法
人
会

の
活
動
が
一
層
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま

す
よ
う
、
引
き
続
き
、
連
携
・
協
調
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
税
制
を
め
ぐ
る
最
近
の
動

き
を
見
ま
す
と
、
平
成
31
年
（
2
0
1
9

年
）
10
月
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
が
8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
れ
と
同
時
に
酒
類
及
び
外
食
を
除

く
飲
食
料
品
と
定
期
購
読
契
約
が
締
結
さ

れ
た
週
2
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
に
つ

い
て
実
施
さ
れ
る
軽
減
税
率
制
度
や
事
業

の
代
替
わ
り
を
促
進
す
る
た
め
、
今
後
10

年
間
の
非
上
場
会
社
の
株
式
等
の
贈
与
又

は
相
続
に
つ
い
て
、
入
口
の
要
件
緩
和
や

承
継
後
の
負
担
軽
減
な
ど
が
図
ら
れ
た
事

業
承
継
税
制
の
特
例
の
創
設
な
ど
、
事
業

者
の
皆
様
に
と
っ
て
大
変
身
近
と
言
え
る

税
制
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の
下
で
は
、
事

業
者
の
皆
様
に
お
い
て
取
扱
商
品
の
適
用

税
率
の
確
認
や
、
適
用
税
率
ご
と
の
区
分

経
理
と
い
っ
た
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
適
切
な
事
前
準
備
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
や
軽
減
税
率
制
度
、
創
設

さ
れ
た
事
業
承
継
税
制
の
特
例
の
円
滑
な

実
施
、
導
入
に
向
け
て
、
広
報
・
周
知
、

改
正
内
容
の
相
談
等
に
適
切
か
つ
丁
寧
な

対
応
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
適
正
・
公
平
な
課
税
及
び

徴
収
の
実
現
の
た
め
に
、
納
税
者
の
自
発

的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑

に
実
現
す
る
と
い
う
国
税
組
織
の
使
命
を

果
た
す
た
め
に
も
、
納
税
者
の
皆
様
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

「
税
務
行
政
の
よ
き
理
解
者
」
と
し
て
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人
本
所

法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仲
秋
の
候
、
公
益
社
団
法
人
本
所
法
人

会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度

の
人
事
異
動
で
東
京
国
税
局
課
税
第
一
部

資
産
評
価
官
か
ら
転
任
し
て
参
り
ま
し
た

犬
丸
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
中
尾
署
長

同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
署
の
管
内
は
、
長
い
歴
史
に
育
ま
れ

た
文
化
と
伝
統
を
持
つ
人
情
味
あ
ふ
れ
る

地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
年
は
日
本
一

本所税務署からの
お知らせ

着任の挨拶

本所税務署幹部の異動状況 （敬称略）

平成 30 年 7 月 10 日現在

グループ研修会日程
平成30年度研修科目

※講師：本所税務署審理官グループ　※費用は無料です。　※ご出席の際は所属支部長さん、またはお近くの支部役員さんにご連絡ください。
※開催時間については各グループの別途案内状をご確認ください。

※開催時間は変更する場合があります。各グループの案内状をご確認ください。
グループ（地区）

第1グループ
両国・緑

平成30年11月19日（月）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月27日（火）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月21日（水）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月20日（火）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月15日（木）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月15日（木）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）
平成30年11月29日（木）
午後6時00分　開会

（終了時間　午後8時00分）

両国ふじのえビル９階
（両国１－１０－７）

脳科学者　茂木健一郎氏講演
みどりコミュニティセンター

４階ホール
（緑３－７－３）
第一ホテル両国
宴会場　清澄
（横網１－６－１）

本所地域プラザBIGSHIP
４階ホール

（本所１－１３－４）
東武ホテルレバント東京

宴会場
（錦糸１－２－２）

東武ホテルレバント東京
宴会場

（錦糸１－２－２）
本所法人会館
２階会議室

（業平１－７－１２）

第2グループ
菊川・立川・千歳

第3グループ
石原・亀沢・横網

第4グループ
本所・吾妻橋・東駒形

第5グループ
江東橋・太平・錦糸

第6グループ
横川・業平・押上

第7グループ
向島・区外

大塚副会長・尾﨑副会長
大黒グループ長、伊藤・下村副グループ長

菅原副会長
大川グループ長、河野・清水副グループ長

大石副会長
小倉グループ長

佐生会長
滝澤グループ長、川北・阿部副グループ長

鈴木副会長
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この度の人事異動で、東京国税局総務
部厚生課から転任して参りました河野でご
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お願いいたします。出身は、源泉数・湧出量
が日本一の「おんせん県別府市」です。
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ぐ「ものづくりのまち」墨田で、法人会の
皆様と共に楽しく仕事をさせていただき
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房総半島を走る新しいサイクルトレインが、主に土日、
JR両国駅から出発していることをご存知ですか？

その名は、B.B.BASE（BOSO BICYCLE BASE）。
自転車を分解することなく、そのまま乗せて運行する、

サイクリストにとっての夢の列車。
行先の『館山』『安房鴨川』『銚子』『佐原』など、房総半

島各地には、海や山の絶景を楽しめるサイクリングコース
がいっぱい！

日帰りで楽しむもよし、一泊二日でのんびり周遊するも
よし。

B.B.BASEの運行日には、両国駅前にレンタサイクルス
テーションもオープン。

ロードバイクやクロスバイクを貸してくれる他、出発前に
愛車の点検や、手荷物の一時預けも出来ます。

出発は、両国駅にある幻の三番線から。B.B.BASEには
自転車をそのまま簡単に固定できる専用ラックが全座席
に付いて、全99座席の六両編成。四号車は、フリースペー
スとなっていて、カウンターでは飲み物の販売も。

車内にはB.B.BASEクルーが乗っていて、ラックへの装
着の仕方から、現地でのコース情報も教えてくれます。秋
の行楽シーズンには、自転車に乗って、両国から房総へ　
出掛けてみませんか？

B.B.BASE　両国駅から出発進行！Discovery
SUMIDA !
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平
成
30
年
8
月
17
日
（
金
）・
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）、

東
京
都
と
都
体
育
協
会
が
東
日
本
大
震
災
の
後
に
復
興
へ
の

機
運
を
高
め
、
日
本
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
と
希
望

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
「
被
災
県
と
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業
」
の
一
環
の
事
業
で
、
昨
年
に
続
き
本
所

法
人
会
が
協
賛
。
今
年
で
6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
福
島
県
福
島
市
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
（
フ
ァ
ン

キ
ー
モ
ン
キ
ー
ド
リ
ー
ム
ス
）と
、本
向
少
年
野
球
選
抜
チ
ー

ム
と
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
及
び
翌
日
に
は
、「
上
野
動
物
園
」、「
軟
式
野
球
資
料

館
」、「
東
京
ソ
ラ
マ
チ
」等
を
見
学
し
て
、交
流
を
図
り
ま
し
た
。

東日本大震災
被災地復興支援福島少年
野球チームと交流試合に協賛
平成 30 年 8 月 17 日（金）・18 日（土）・19 日（日）
錦糸公園野球場等

本所法人会活動
本　部

企業訪問本所法人会税務署

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
た
、
青
年
部
会

主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
が
国
際

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
K
F
C
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
3
0
0
名
を
越
え
る
参
加
者
が

あ
り
、
恒
例
の
「
サ
ー
ク
ル
フ
ラ
ッ
ツ
」

の
生
バ
ン
ド
の
演
奏
に
加
え
て
、
昨
年
好

評
だ
っ
た
錦
糸
町
R
S
C 

M
A
S
A
M
I 

S
T
U
D
I
O
の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
今
年
は
新
た
に
六
本
木

ラ
イ
ブ
バ
ー
B
U
Z
Z
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
70’
、
80’
の
洋
楽
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

大
盛
況
の
真
夏
の
一
夜
で
し
た
。

当
日
の
売
り
上
げ
と
募
金
よ
り
10
万
円

が
墨
田
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ

ま
す
。

青年部会主催
チャリティサマーライブ開催
平成 30 年 8 月23日（木）
国際ファッションセンター KFC ホール

本所法人会活動
部　会

企業訪問本所法人会税務署

平成 30 年 8 月 30 日（木）
本所法人会館 2 階

源泉・税法研究部会
税務研修会

本所法人会活動
部　会

8
月
30
日
、
本
所
法
人
会
館
2
階
会

議
室
に
て
、「
再
確
認
！
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
及
び
補
助
金
活
用
の
ポ
イ
ン
ト

研
修
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
10
月
か
ら
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
導
入
に
向
け
て
の
事
前
準
備
、
日

常
取
引
や
経
理
処
理
の
注
意
点
等
に
つ
い

て
本
所
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
、
外

山
上
席
様
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
軽
減
税
率
対
応
に
取
り
組
む

事
業
者
向
け
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

行
政
書
士
レ
イ
国
際
法
務
事
務
所
の
行

政
書
士
、
東
先
生
に
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ほんじょ相撲部屋巡り出羽海部屋
今回、五回目になりました本所法人会相撲巡りは、今年7月名古屋場所幕内最高優勝を

遂げ、9月秋場所も9勝と大いに土俵を沸かせた関脇、御嶽海関の在籍する、角界屈指の
名門出羽海部屋にお邪魔しました。国技館のほど近く、立派な四階建てのビルです。

13もの部屋が所属する出羽海一門の本家であり現存する部屋の中では、最多の9人もの
横綱を排出し、相撲協会理事長も3人という名門中の名門です。

師匠は、十一代の出羽海昭和親方（元小城の花関）。部屋付きの親方には、中立親方（元
小結,小城錦関、現師匠の弟）、高崎親方（元金開山関）、出来山親方（元関脇、出羽の花関）
の3名、弟子は、関脇,御嶽海関を筆頭に14名。行司、呼出、床山、そして世話人、スカ
ウトが各一名の大所帯。

稽古場には、歴代師匠の写真も飾られています。実践的な取り組み稽古である申し合いは、
師匠を含め四人の親方衆が注視する中行われ、一番一番、どちらの力士にも
丁寧な指導がされていました。

また、師匠の少しの合図で、申し合いからぶつかり稽古への移行、土俵
を掃く、まわしを締め直すなどの各動作が、本当に整然と行われ、伝統のす
ごさを肌で感じました。伝統に裏打ちされた手厚い指導で、御嶽海関の大関
昇進ももうすぐではないか！ と思います！

出羽海部屋では、一般の稽古の見学は受け付けていません。
今回、本所法人会の会員の方のご紹介で見学することができました。あり

がとうございました。
（広報委員　小林 綾子）

その五
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師匠は、十一代の出羽海昭和親方（元小城の花関）。部屋付きの親方には、中立親方（元
小結,小城錦関、現師匠の弟）、高崎親方（元金開山関）、出来山親方（元関脇、出羽の花関）
の3名、弟子は、関脇,御嶽海関を筆頭に14名。行司、呼出、床山、そして世話人、スカ
ウトが各一名の大所帯。

稽古場には、歴代師匠の写真も飾られています。実践的な取り組み稽古である申し合いは、
師匠を含め四人の親方衆が注視する中行われ、一番一番、どちらの力士にも
丁寧な指導がされていました。

また、師匠の少しの合図で、申し合いからぶつかり稽古への移行、土俵
を掃く、まわしを締め直すなどの各動作が、本当に整然と行われ、伝統のす
ごさを肌で感じました。伝統に裏打ちされた手厚い指導で、御嶽海関の大関
昇進ももうすぐではないか！ と思います！

出羽海部屋では、一般の稽古の見学は受け付けていません。
今回、本所法人会の会員の方のご紹介で見学することができました。あり

がとうございました。
（広報委員　小林 綾子）

その五



国税庁からの
お知らせ 平成30年分 年末調整等説明会及び

消費税の軽減税率制度等説明会のご案内
本年も年末調整の時期となりました。税務署及び区役所では、年末調整のしかた及び法定調書・

給与支払報告書の作成と提出方法などの事務手続を円滑に行っていただくため、下記の日程にて
年末調整等説明会を開催いたしますので、ご案内申し上げます。なお、本年度は、消費税の軽減
税率制度等説明会を併せて開催いたします。

記

（注）対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。
※ 納付する税額がない場合の納付書の提出について

年末調整による超過額を控除することにより、納付税額がない場合でも、所得税徴収高計算書
（納付書）の「合計額」欄に「￥０」を記載して、税務署に送付又は提出してください（e-Taxの
利用が便利です。）。

開催日

11月5日（月）
13：00～13：30
13：30～14：00
14：00～16：00

用 　 紙 　 配 　 布
軽減税率制度等説明会
年 末 調 整 等 説 明 会

9：00～  9：30
9：30～10：00

10：00～12：00

用 　 紙 　 配 　 布
軽減税率制度等説明会
年 末 調 整 等 説 明 会

13：00～13：30
13：30～14：00
14：00～16：00

用 　 紙 　 配 　 布
軽減税率制度等説明会
年 末 調 整 等 説 明 会

11月6日（火）

菊川・錦糸
千歳・向島
両国

吾妻橋・亀沢
江東橋・太平
東駒形・横川

石原・押上
立川・業平
本所・緑・横網

開催時間 説明会会場

曳舟文化センター
1階ホール

墨田区京島1-38-11

ひきふね

対象地域（注）

国税庁からの
お知らせ

法定調書の提出に関するお願い

法定調書の提出について
｢平成30 年分 給与所得の源泉徴収票等の法定調書合計表｣は、税務署から送付されるOCR用

紙を使用してください。合計表は、機械で読み取りますので、黒のボールペンで丁寧に記入してくだ
さい。また、各法定調書には、「署番号（01169）」及び「整理番号」を必ず記載してください。

法定調書の提出期限は、平成31年1月31日（木）です。

e-Taxによる法定調書提出のご案内
法定調書及び合計表の提出には、便利なe-Taxを是非ご利用ください。
e-Taxを利用すると、前回作成したデータを基に、本年分の法定調書を作成することができます。

○説明会、源泉所得税関係（法人課税第２部門）
○用紙請求、法定調書関係（管理運営部門）03－3623－5171

本 所 税 務 署問
い
合
わ
せ
先

企業訪問本所法人会税務署

秋
の
実
り
、

　
　自
然
へ
の
感
謝

※ぜひ裏表紙（このページ）を宣伝にご活用ください。 広告費50,000円、 ただし本所法人会会員は30,000円でご利用できます。

ほんじょ 公益社団法人 本所法人会

公益社団法人本所法人会　墨田区業平1-7-12　電話（3622）1090　発行者・佐生勝英　編集・広報委員会　大石恭寿・下村　彰　印刷・㈱東京アート印刷所
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